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県
警
察
本
部
で
は
、
「
警
察
署

再
編
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
４

月
１
日
、
組
織
を
再
編
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
豊
岡
市
内

を
管
轄
す
る
出
石
警
察
署
、
豊
岡

警
察
署
お
よ
び
城
崎
警
察
署
の
３

警
察
署
は
、
４
月
か
ら
、
豊
岡
市

の
南
部
（
旧
豊
岡
市
〈
港
地
区
を

除
く
〉
、
旧
出
石
町
、
旧
但
東

町
）
を
管
轄
す
る
「
豊
岡
南
警
察

署
」（
本
署
は
現
豊
岡
警
察
署
）

と
豊
岡
市
の
北
部
（
旧
城
崎
町
、

旧
竹
野
町
、
旧
豊
岡
市
の
一
部

〈
港
地
区
〉）
を
管
轄
す
る
「
豊
岡

北
警
察
署
」（
本
署
は
現
城
崎
警

察
署
）
の
２
警
察
署
に
再
編
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
現
出
石
警
察
署
は
、
４

月
か
ら
出
石
警
部
派
出
所
と
な
り
、

次
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
、

地
域
の
治
安
維
持
が
図
ら
れ
ま
す
。

■
４
月
以
降
の
出
石
警
部
派
出
所

　

の
体
制

▽
警
部
の
所
長
を
専
任
配
置
す
る
。

▽
出
石
町
、
但
東
町
の
区
域
を
担

　

市
町
合
併
に
よ
り
、
地
域
の
結

び
つ
き
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
お

お
む
ね
小
学
校
校
区
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
る
地
区
公
民
館
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
公
民
館
を
計
画
的
に

整
備
す
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会

で
は
、
２
月
に
「
豊
岡
市
地
区
公

民
館
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成　

年
度

１７

か
ら　

年
度
ま
で
の　

年
間
で
す
。

２６

１０

①
未
整
備
地
区
等
の
施
設
整
備

　

未
整
備
地
区
に
公
民
館
専
用
施

設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
改
築
・
改
修
を
計

画
的
に
推
進
す
る
。

◆
新
設
に
よ
る
地
区
公
民
館
整
備

　

奈
佐
、
寺
坂
、
福
住
、
資
母
、

小
野
地
区
公
民
館
の
５
館

◆
総
合
支
所
庁
舎
を
利
活
用
し
た

　

地
区
公
民
館
整
備

　

弘
道
、
城
崎
、
合
橋
地
区
公
民

館
の
３
館

②
図
書
館
施
設
の
整
備
・
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
基
本
計
画
と
の
整
合

　

地
域
公
民
館
図
書
室
を
市
立
図

書
館
分
館
と
し
て
各
総
合
支
所
庁

舎
内
に
移
転
整
備
す
る
計
画
に
合

わ
せ
、
庁
舎
内
に
併
設
す
る
地
区

公
民
館
に
つ
い
て
は
一
体
的
な
整

備
を
進
め
る
。

③
地
域
の
防
災
拠
点
・
避
難
所
機

　

能

　

地
区
公
民
館
は
、
地
域
の
防
災

拠
点
は
も
と
よ
り
避
難
所
と
し
て

の
役
割
が
大
き
く
、
災
害
時
の
地

区
拠
点
避
難
所
と
し
て
の
機
能
に

配
慮
す
る
。

＊
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉
生
涯
学
習
課
人
権
・

社
会
教
育
係

4
月
か
ら
市
内
3
警
察
署
が
2
警
察
署
に
再
編

現
出
石
警
察
署
は
警
部
派
出
所
に

豊
岡
市
地
区
公
民
館
整
備
計
画
を
策
定

8
地
区
公
民
館
を
計
画
的
に
整
備

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と

㈱
但
馬
銀
行
か
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、

人
工
巣
塔
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は

２
基
を
寄
贈
し
、
う
ち
１
基
を
２

月　

日
、
百
合
地
地
区
の
農
道
に

24
設
置
し
ま
し
た
。
同
地
区
は
、
野

生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
絶
滅
す
る
以
前

の
昭
和　

年
に
も
巣
塔
が
設
け
ら

34

れ
、
営
巣
に
成
功
し
た
場
所
で
す
。

も
う
１
基
は
、
放
鳥
の
新
拠
点
に

予
定
し
て
い
る
河
谷
地
区
に
近
く

設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
㈱
但
馬
銀
行
は
、
３
月

　

日
、
三
江
小
学
校
校
庭
に
児
童

10約　

人
が
見
守
る
中
、
巣
塔
１
基

40
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

人
工
巣
塔
の
数
は
、
こ
れ
で
計

４
基
と
な
り
、
関
係
者
や
地
元
住

民
は
、
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

早
く
巣
作
り
に
活
用
し
て
く
れ
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
や
㈱
但
馬
銀
行
が
人
工
巣
塔
を
寄
贈

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
支
援

当
区
域
と
し
、
運
転
免
許
更
新
、

道
路
使
用
許
可
、
自
動
車
の
保

管
場
所
証
明
、
銃
砲
刀
剣
類
の

所
持
許
可
、
風
俗
営
業
、
古
物

営
業
等
の
許
認
可
な
ど
の
事
務

を
取
り
扱
う
。

▽
パ
ト
カ
ー
１
台
を
常
駐
さ
せ
る
。

▽
大
橋
交
番
勤
務
員
を
１
当
番
１

人
か
ら
２
人
に
増
員
す
る
。

　

な
お
、
出
石
警
部
派
出
所
に
は

直
通
電
話
（
�　

－

０
１
１
０
）

５２

が
、
各
駐
在
所
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

直
通
電
話
が
継
続
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
大
橋
交
番
へ
は
豊
岡
南
警
察

署
（
�　

－

０
１
１
０
）
経
由
と

２４

な
り
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

　

３
月　

日
、
市
議
会
議
員
の
熊

１０

本
善
兵
衛
さ
ん（　

歳
・
田
結
）が
、

５９

肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら

現
在
ま
で
市
議
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
間
、
市
議
会
副
議
長
、
市
監
査

委
員
、
北
但
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合
監
査

委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

豊
岡
市
政
の
発
展
に
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
氏
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
議
員

熊
本
善
兵
衛
氏
ご
逝
去
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２
月　

日
、
豊
岡
駅
通
商
店
街

15

振
興
組
合
が
新
し
い
商
店
街
の
愛

称
を
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｋ　

Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｅ
」
に
す
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
４
月
の
新
ア
ー
ケ
ー

ド
の
完
成
に
向
け
て
、
さ
ら
に
市

民
に
広
く
親
し
ま
れ
る
商
店
街
に

な
る
よ
う
愛
称
を
一
般
公
募
し
て

い
た
も
の
で
す
。
市
民
を
中
心
に

２
６
９
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
市
内
中
央

町
在
住
の
西
尾
和
仁
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
英
語
で
「
太

陽
」「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」「
大
通
り
」

を
意
味
す
る
愛
称
は
、「
太
陽
の
よ

う
に
輝
く
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
大
通

り
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
、

太
陽
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
新
ア
ー

ケ
ー
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
で
す
。

　

ま
た
、
同
商
店
街
独
自
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
同
時
発
表
さ
れ
、
今
後
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
促
進

事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

豊
岡
駅
通
商
店
街
の
新
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成

新
愛
称
は
サ
ン
ス
ト
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
（
有

線
）
で
放
送
し
た
防
災
情
報
を
区

長
や
自
主
防
災
組
織
へ
一
斉
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
３
月
１
日
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

台
風　

号
の
後
、
区
長
な
ど
か

２３

ら
「
無
線
の
放
送
中
、
受
信
機
の

近
く
に
い
な
か
っ
た
の
で
、
防
災

情
報
を
聞
き
漏
ら
し
た
」
と
い
う

体
験
談
が
寄
せ
ら
れ
、
昨
年　

月
１０

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
情
報
収
集
・

伝
達
検
討
会
報
告
書
」
で
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
送
信
の
導
入
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

聴
覚
障
害
者
対
応
用
と
し
て
昨
年

８
月
導
入
し
た
一
斉
同
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
希
望
す
る
区
長
な

ど
に
防
災
行
政
無
線
の
放
送
原
稿

を
送
信
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
へ
の
情
報
伝
達
の

確
実
性
が
高
ま
り
、
災
害
対
応
能

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
総
務
課
消
防
防
災
係

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
区
長
な
ど
に
防
災
情
報
を
一
斉
送
信

台
風　

号
の
教
訓
活
か
し
情
報
伝
達
強
化

２３

　「とよおか防災ネット」とは、
防災情報専用の携帯電話ホーム
ページ（ＨＰ）です。
　あらかじめ「とよおか防災ネッ
ト」のお知らせメールに登録していると、地震や
台風等で市内に災害の恐れがあるときや災害が発
生したときに避難準備情報や避難勧告、避難指示
などの防災情報メールがあなたの携帯電話へ配信
されます。携帯メールですので、停電や電話がか
かりにくいといった災害時特有の障害の影響を受
けにくく、いち早く防災情報を得ることができま
す。また、文字による情報の伝達ですので、正
確・確実で何度でも確認することができます。
　いざというときに備えて、ぜひ、携帯電話に
「とよおか防災ネット」を登録してください。

■携帯ＨＰへの掲載内容は
　とよおか防災ネットのＨＰには、次の情報を掲
載します。
◇平常時…市の防災対策、日ごろの備えなどの防

災関連情報
◇緊急時…平常時の情報に加え、市や県から避難

準備情報、避難勧告、避難指示、避難
所開設状況などの緊急情報

■配信されるお知らせメールは
　「お知らせメール」に登録すると防災情報メー

ルがあなたの携帯電話へ配信されます。「お知ら
せメール」は３種類あり、それぞれに登録する必
要があります。
◇緊急情報お知らせメール…地震や台風等の災害
時に避難準備情報や避難勧告などの緊急情報を
お知らせします。

◇豊岡市からのお知らせメール…ＨＰの重要な内
容（緊急情報以外）が更新されたことをお知ら
せします。

◇緊急気象情報お知らせメール…震度４以上の地
震、津波注意報・警報、気象警報などをお知ら
せします。

■携帯ＨＰへのアクセス方法は
　携帯電話からＨＰへアクセスする方法は、次の
２種類があります。
◇アドレスを直接入力する方法
　ｈｔｔｐ：//ｂｏｓａｉ．ｎｅｔ/ｔｏｙｏｏｋａ/
◇ＱＲコードを接写する方法
　ＱＲコード読取機能の付いたカ
メラ付き携帯電話をお持ちの方は、
右のコードを接写していただくだ
けでアクセスできます。対応機
種・操作方法は携帯電話の取扱説
明書をご覧ください。
〈問合せ〉総務課消防防災係

災害情報をあなたの携帯電話にメールでお知らせ

4月1日から「とよおか防災ネット」を開設します

ＱＲコード


